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一般会計歳出（目的別） 一般会計歳入

会計別予算額

　２９年度予算編成では、将来にわたって市民生活の安心を確保するため、「安心できる子育て・教育環境

の整備」「安心できる医療体制の構築」「安心して暮らせるまちづくり」に重点を置くとともに、持続可能

な財政基盤の構築をめざしました。

今
年
度
の
主
な
実
施
事
業

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平成２９年度施政方針（抜粋）

　わが国の景気は、緩やかな回復基調が続き、雇用・

所得環境の改善な

ど期待感もある一

方で、非正規雇用

者の増加、またイ

ギリスのＥＵ離脱

やアメリカ合衆国

での新政権発足な

ど、先行きの不透

明感を拭い切れな

い状況が続いております。

　平成２７年の国勢調査結果では、調査開始以来、初

めてわが国の人口が減少し、今後の自治体運営にお

いても、将来をしっかり見据えた 舵 取りが、これま
かじ

でにも増して必要であると考えるところです。

　この間、本市におきましては、少子高齢化や人口

減少への対応など、さまざまな行政課題に積極的に

取り組み、市民の皆様が、将来に希望を持ち、安心

して暮らせるまちづくりを進めてまいりました。

　これからも本市が 更 なる発展を遂げることができ
さら

るよう、今後１０年間のまちづくりの指針となる、新

たな「総合ビジョン」を策定させていただき、まち

の将来像の実現に向けた各種施策を、積極的かつ効

果的に実施してまいりたいと考えております。

　平成２９年度予算につきましては、本市の重点施策

であります「子育て・教育」「安全・安心」はもとよ

り、各分野の施策を着実に実施し、市民生活をしっ

かりと支える予算とさせていただいたところです。

　今日、私たちを取り巻く環境は、厳しさを増して

おりますが、今後も「私たちのふるさと富田林」が

「 煌 のまち」として、光り輝き続けることができる
きらめき

よう、そして、新たな「総合ビジョン」に掲げる市

の将来像「ひとがきらめく！自然がきらめく！歴史

がきらめく！みんなでつくる笑顔あふれるまち富田

林」を実現することができるよう、力強く市政を推

進してまいりますので、市民の皆様のご支援・ご協

力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　　　　　　　　　     富田林市長　多田　利喜

※施政方針の全文は、情報公開課または市ウェブサ

イトの「市長のページ」でご覧いただけます。
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介
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市民一人当たりに計算すると
　２９年度の一般会計予算を、今年１月３１日現在の住民基

本台帳人口に基づき、市民１人当たりの額に換算すると

下表のとおりになります（目的別の額）。

合計

３４万

９４６０円

教育費

４万２９４７円

総務費

２万６２５６円

衛生費

３万９６７５円

民生費

１７万２３１円

土木費

２万７４９４円

公債費

２万１７０３円

消防費

１万３７２７円

議会費

３０３０円

農林業費

２３３０円

商工費

１５４０円

災害復旧費・予備費

５２７円



４

◇中学３年生までの子ども医療費を助成《３億８０８万円》

　０歳～中学３年生までの入院、通院にかかる医療費を引き続

き助成します。

◇学童クラブの整備《８２３０万円》

　入会希望者の増加に伴い、クラスを増設するための施設整備

を実施します。

◇病児保育の実施《１９６７万円》

　保育所や学童クラブなどに通っている児童を対象に、「病児保

育」を引き続き実施します。

◇家庭的保育の実施《１５４３万円》

　待機児童解消をめざして、０～２歳ま

での子どもを保育する「家庭的保育」を

新たに実施します。

◇産後ケア事業の実施《１６５万円》

　産後ケア事業を引き続き実施します。

◇学校給食センターの建て替え《９億４３８９万円》

　小学校給食において、新たな学校給食センターの建て替えを

引き続き実施します。

◇生涯学習施設の開設《１４３８万円》

　旧公会堂跡地に、若者の交流や生涯学習活動の拠点となる生

涯学習施設「富田林市きらめき創造館」を開設します。

◇英語教育の充実《２４６７万円》

　外国人英語指導助手の小学校への配置日数を増やします。

◇中学校教育用パソコンの更新《４２５１万円》

　中学校のパソコン機器などをリニューアルします。

◇生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援の実施

《１１００万円》

　生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援を対象者の範囲

を拡充して実施します。

◇富田林病院の建て替え

《１億５９１４万円》

　３１年度中の一部供用開始をめざし、

老朽化が進む富田林病院の建て替えを

大阪府済生会と連携して実施します。

◇市民検診の充実《１２８７万円》

　大腸がんの個別検診やがんミニドックの日曜日実施を新たに

実施します。

◇「金剛きらめきイルミネー

ション」の実施《１５００万円》

　実施地域を拡大し、内容を充実し

ます。

◇若者・女性に対する雇用支援策の実施《３００万円》

　市内企業への見学会や就労マッチングを引き続き実施します。

◇産学官連携による研究費補助の拡充《６００万円》

　企業と大学が連携した新技術・新商品の開発費用に対して新た

に補助します。

◇農を 活 かした産業連携による
い

仕事創出の実施《１０８０万円》

　「えび芋」をはじめ、富田林産の農産

物を活用し、農業を軸とした新たな雇

用創出を目的とした事業を引き続き実

施します。

◇Ｏｎｌｙ　Ｏｎｅの魅力発信《４９８万円》

　本市を中心とした近鉄長野線沿線の魅力発信を引き続き実施

します。

◇防災用備蓄資機材などの配置《１１２０万円》

　地震や風水害などの災害に備え、避難所などに防災用備蓄資

機材などを引き続き整備します。

◇市庁舎現状調査の実施《９８０万円》

　災害時の防災拠点としての機能を果たせるよう、市庁舎の耐

震化などに向けた検討を実施します。

◇街路灯のＬＥＤ化の実施

《１１５０万円》

　省エネルギー化のため、市全域の街路

灯をＬＥＤ化します。

◇鉄道高架事業《２億７２２４万円》

　府道美原太子線（粟ケ池バイパス）と市道桜井１号線が交差す

る近鉄長野線の鉄道高架事業に、府市共同事業として引き続き

取り組みます。

◇空き家対策の実施《１４００万円》

　空き家実態調査の実施と不良空き家などの除去費用を新たに

補助します。

◇地方公会計の整備《３８０万円》

　地方公会計を整備し、適切な行財政運営をします。

◇市民ワークショップの実施《２８０万円》

　「総合ビジョン」の浸透・市民協働の意識醸成のため、市民ワー

クショップを実施します。

主体的な市民参加と協働によ主体的な市民参加と協働によるるまちづくりまちづくり

将来を見据えた持続可能将来を見据えた持続可能なな行財政運営の推進行財政運営の推進

魅力のあふれ魅力のあふれるるまちのにぎわいづくまちのにぎわいづくりり

みんなで支え合みんなで支え合うう健やかで心豊か健やかで心豊かなな暮らしづくり暮らしづくり

未来への希望を育未来への希望を育むむ子育て・教育子育て・教育

安全・安心で美しく快適安全・安心で美しく快適ななまちづくりまちづくり

29年度予算の

主な実施事業
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を
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 四季雑感　   富田林市長　多田　利喜

　４月を迎え、気分も新たに２９年度のスタートを切る季

節となりました。入学、入社などそれぞ

れの人生の歩みの中で、大きな節目の時

期であることは間違いありません。

　さて、開設以来、今年で４０年を迎える

富田林病院ですが、施設や設備の老朽化

が相当進んでいます。今後も地域の中核

を成す公的病院として、市民の皆さんに良質な医療を安

定的に提供するために、病院の指定管理者である大阪府

済生会と協議を重ね、このたびようやく建て替えに関す

る合意が整い、市議会のご理解もいただき、２月に両者

の間で基本協定書を締結することができました。

　今後は建て替えに向け、大阪府済生会とともに具体的

に取り組んでいくことになりますが、最大の課題である

医師の確保については、近畿大学医学部附属病院との連

携が確約されており、完成後は、市民の皆さんにこれか

らも安心して医療を受けていただける体制が整うものと

考えています。

　工事の着工まではしばらく時間を要し、また、着工後

は病院を利用される人や入院患者さん、付近にお住いの

皆さんには、何かとご迷惑をお掛けすることになると思

いますが、何とぞ、ご理解・ご協力をお願いします。

　なお、具体的な予定については、今後、広報誌などを

通じ、随時お知らせしていきます。
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元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
こ
れ
ま
で
満
　
歳
以
上
の
人

４０

で
、
職
場
な
ど
で
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
富
田
林
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
、
新
堂
診
療
所
で

大
腸
が
ん
検
診
が
受
診
で
き
ま

し
た
が
、
５
月
よ
り
受
診
で
き

る
医
療
機
関
を
拡
大
し
、
市
が

委
託
す
る
　
の
医
療
機
関
で
も

５１

受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
年
度
内
に
市
が

実
施
し
て
い
る
「
が
ん
ミ
ニ

ド
ッ
ク
」
や
「
セ
ッ
ト
健
診
」
、

各
医
療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検

大
腸
が
ん
検
診
を
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関

で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

診
な
ど
と
、
市
が
委
託
す
る
医

療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検
診
を

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
診
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
、
４
月
号
広
報
に
折

り
込
み
の
「
平
成
　
年
度
保
健

２９

事
業
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
１
日

～
　
年
３

３０

月
　
日


３１
内
容
　
大
腸
が
ん
検
診（
問
診
、

便
潜
血
反
応
検
査
）

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
中
央
・
金
剛
図
書
館
は
、
こ

れ
ま
で
祝
日
は
原
則
休
館
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
、
市

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月よよよよよよよよよよ４月よりりりりりりりりりりり

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝日日日日日日日日日日もももももももももも開開開開開開開開開開館館館館館館館館館館　祝日も開館！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館～図書館ががががががががががが

よよよよよよよよよよりりりりりりりりりり便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利にににににににににに　より便利に～～～～～～～～～～～

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
祝
日
（
１
月
１

日
を
除
く
）
も
午
前
　
時
～
午

１０

後
６
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
図
書
館
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
　
火
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
＝
午
前
　
時
～
午

１０

後
８
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

＝
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

翌
平
日
を
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館

〔

　
４
９
２
１
〕、
金
剛
図

（２５）

書
館
〔

　
１
１
７
１
〕

（２８）



６

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

を
教
訓
と
し
て
、　

年
６
月
に

２５

災
害
対
策
基
本
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
新
た
に
「
避
難
行
動
要

支
援
者
（
災
害
の
際
に
自
ら
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
）」
に

係
る
名
簿
の
作
成
を
市
町
村
に

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿
ににににににににににににににににににににに
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
をををををををををををををををををををををを

義
務
付
け
る
な
ど
、
避
難
行
動

要
支
援
者
対
策
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
時

の
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
と

し
て
、
ご
本
人
の
申
し
出
な
ど

に
よ
り
「
避
難
行
動
要
支
援
者

安全で安心して暮らせるまちづくりに向けて
市設置型防犯カメラが稼働しています

　本市では、「安全で安心して暮らせるまちづくり」に向け、

富田林警察署と連携した２８年度緊急対策事業として、市内

１００カ所、全小学校区に設置した防犯カメラが犯罪を抑止

するため稼働しています。

問い合わせ　総務課（内線３４１）

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
　
年
度
中
に
締
結
し
た
協
定

２８
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体ととととととととととととととととととととと災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時各種団体と災害時のののののののののののののののののののののの

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ををををををををををををををををををををを結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででででででででででいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままま応援協定を結んでいますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　「
病
児
保
育
事
業
」
と
は
、
保

護
者
が
勤
務
な
ど
で
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
病
気

の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス
ペ
ー
ス

で
一
時
的
に
保
育
す
る
事
業
で

す
。
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
保
育

所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
小
学
６
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
で
、
病
気
の
回
復
期

や
回
復
期
に
至
ら
な
い
が
当
面

の
症
状
に
急
変
が
認
め
ら
れ
な

い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
者
に
は
、
認
可

外
保
育
施
設
や
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
を
継
続
利
用
中
で
、
保

護
者
が
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

登
録
が
毎
年
度
必
要
で
す
。

実
施
施
設
　
富
田
林
病
院
内
保

育
施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」

病
児
保
育
事
業
の
ご
利
用
を

保
育
時
間
な
ど
　
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、

午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間
ま
で

利
用
者
負
担
　
日
額
２
５
０
０

円
（
別
途
給
食
代
が
必
要
）

事
前
登
録
　
利
用
登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
こ
ど

も
未
来
室
へ
（
郵
送
不
可
）

※
同
申
請
書
は
、
こ
ど
も
未
来

室
お
よ
び
市
内
保
育
所
・
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
は
各
施
設
で

配
布
し
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

事
前
登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る

チ
ラ
シ
、
ま
た
は
子
育
て
応
援

サ
イ
ト
「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

t

tp
://to

n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
同
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

名
簿
」
に
登
録
し
、
支
援
が
必

要
な
人
の
情
報
を
適
切
な
情
報

管
理
の
下
、
地
域
の
支
援
組
織

に
提
供
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た

は
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
、
２
８
５
）

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
ののののののののののののののののののののの
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
ををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

年
度
分
の
事
前
登
録
を
受
け
付
け
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

22222222222222222222299999999999999999999929
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７

　
本
市
で
は
、
４
月
　
日

か

１０

ら
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
」の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
該
当
者
は
市
ま
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。「
　
年
度
臨
時
福
祉

２８

給
付
金
」
を
受
給
さ
れ
た
人
に

は
、
４
月
上
旬
よ
り
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
の

人
で
申
請
書
が
必
要
な
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
　
年
度
臨
時
福
祉
給

２８

付
金
の
支
給
対

象
者
　

※
昨
年
（
　
年
）

２８

１
月
１
日
時
点

に
お
い
て
本
市

に
住
民
登
録
を

し
て

い
る

人

で
、　

年
度
住

２８

民
税
が
非
課
税

の
人
（
　
年
度

２８

住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
等

に
な
っ
て
い
る

人
や
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
は

除
く
）。

※
詳
し
く
は
、

上
図
「
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経

済

対

策

分

）

対

象

者

診

断

チ
ャ
ー
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
一
人
に
つ
き
１
万
５

０
０
０
円

給
付
方
法
　
口
座
振
込
に
よ
り

支
給

必
要
書
類
　
申
請
者
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
世
帯
で
申

請
す
る
場
合
は
世
帯
全
員
分
の

書
類
が
必
要
で
す
）、
振
込
先

口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
（
　２８

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給

さ
れ
た
人
で
同
一
口
座
へ
振
り

込
み
希
望
の
場
合
は
不
要
）

申
し
込
み
　
４
月
　
日

～
　

１０

１０

月
　
日

ま
で
に
申
請
書
に
必

１０
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
で


５
８
４
・
８
５
１
１
　
市
役
所

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
２
階
特
設
受
付
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
2
階
特
設
受
付

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後

５
時
　
分
）。

３０

※
４
月
　
日

、　
日

の
２
日

１５

２３

間
は
市
役
所
、
金
剛
連
絡
所
と

も
特
設
受
付
を
開
設（
た
だ
し
、

市
役
所
の
受
付
場
所
は
　
日


１５

＝
地
下
９
０
２
会
議
室
、　

日
２３


＝
地
下
９
０
４
会
議
室
）。

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

厚
生
労
働
省
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.2
k
y
u
fu
.j

p
/

〕
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
 〔

０
５
７
０
（
０
３
７
）
１

９
２
〕
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
））））））））））））））））））））））

の
申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

け
付
け
を
開
始
し
ま
すす

とき　４月２７日～３０日、午前１０時～午後４時　

ところ　津々山台公園

緑化フェア（内容など）

◆松の 剪  定 講習（４月２７日の午後１時３０分～、２９日の
せん てい

午前１０時～）

◆木の魚で釣り大会（４月２７日の午後３時～、２９日の

午前１１時～）

◆寄せ植え講習（４月２８日の午前１０時～受け付け、先着

２０人、有料）

◆庭のＤＩＹ講習（４月２８日の午後１時３０分～）

◆木の動物置物作り（クラフト体験）（４月２９日、３０日

のいずれも午前１０時～、先着各５０人）

◆家庭菜園の土づくり講習（４月２９日の午後１時３０分～）

◆花と緑のビンゴゲーム（４月２９日の午後２時３０分～、

３０日の午後１時３０分～、小学生以下対象）

◆庭木の 剪  定 講習（４月３０日の午前１０時～）
せん てい

◆これ何の種クイズ（４月３０日の午前１１時～、小学生以

下対象）

◆緑のオークション（園芸資材などの競り売り）（４月３０日

の午後３時～）

◆「まちの樹・緑」図画コンクール（２８年度）入賞作品展

◆樹木医相談（みどりの相談）

◆緑のリサイクルコーナー

◆こどもクラフトコーナー（小学生以下対象）

◆緑化苗の無料配布（４月号広報に折り込みの「市緑化フェ

ア＆植木市」の引換券をご持参ください）　※無くなり次第

終了します。

植木市（内容）

■ミニ庭園の展示販売　

■鉢花、花木、苗木、庭園樹、肥料、土、わら、資材などの販売

■庭造り相談

問い合わせ　みどり環境課（内線４３１）、市公園緑化協会（内

線４０９）

衛

疫

鋭

益
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液
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４
月
　
日

～

１０
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こ
れ
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
（
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
　
年
以
上
必
要
で

２５

し
た
が
、
８
月
１
日

か
ら
は

資
格
期
間
が
　
年
以
上
あ
れ
ば

１０

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人
は
手
続
き
が

必
要
で
す

　
　
歳
以
上
で
対
象
と
な
る
人

６５
に
は
、
７
月
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」
が

順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
き
ま

し
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
提
出
先
は
同
請
求

書
に
記
載
）。
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
な
ど
に
応
じ
て
、
支
給

さ
れ
る
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
資
格
期
間
が
　
年
１０

に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
）
の
配
偶

者
期
間
や
、
年
金
記
録
が
統
合

で
き
て
い
な
い
場
合
な
ど
を
含

め
る
と
、
年
金
受
給
資
格
期
間

の
　
年
を
満
た
す
場
合
も
あ
り

１０
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
５
）

１
１
６
５
〕、
天
王
寺
年
金
事

務
所
〔

０
６
（
６
７
７
２
）

７
５
３
１
〕

※
本
市
に
お
い
て
、
日
本
年
金

機
構
職
員
を
 騙
 る
者
か
ら
の
、

か
た

還
付
金
詐
欺
の
事
象
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
　３２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
お
知
ら
せ
と
納

付
方
法

◆
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
で
な
い
場
合
）

　
今
年
7
月
に
、　

年
度
の
後

２９

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

（
本
算
定
）
に
係
る
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通

知
書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
基
づ
き
、
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、　
月
か
ら
特
別

１０

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

年
6
回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受

給
時
に
、
次
の
と
お
り
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
4
・
6
・
8
月
分

　
　
年
度
は
普
通
徴
収
で
納
付

２８
さ
れ
て
お
り
、
誕
生
月
に
よ
り

今
年
4
・
６
・
８
月
か
ら
新
た

に
特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、

　
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と
に

２８仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
「
保
険

料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
と

「
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
今
年
2
月
に

保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
、
4

月
の
年
金
受
給
時
に
は
、
2
月

の
納
付
額
と
同
額
を
仮
徴
収
額

と
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
の
で

通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
　
・
　

・
2
月
分

１０

１２

　
　
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

２９
保
険
料
が
決
定
（
本
算
定
）
さ

れ
、　

月
分
以
降
が
特
別
徴
収

１０

と
な
る
場
合
、
7
月
に
「
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入

通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。　

月
以
降
の
年
金
受

１０

給
時
に
、　

年
中
の
所
得
に
基

２８

づ
い
て
計
算
さ
れ
た
年
間
保
険

料
（
本
算
定
額
）
か
ら
仮
徴
収

な
ど
に
よ
り
、
す
で
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
金
額
を
差
し
引
い

た
額
を
、
支
払
い
回
数
に
振
り

分
け
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
人
や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に

変
更
さ
れ
る
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
口

座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き

ま
す
。
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、

預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
の
届

け
出
印
、
被
保
険
者
証
を
福
祉

医
療
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通

帳
の
届
け
出
印
に
代
わ
り
、
金

融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
持
参
す
る
こ
と
に
よ
り
簡
単

に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き

る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
医
療
課

（
内
線
1
5
8
、
1
5
9
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
お
知
ら
せ

骨髄バンクドナーに助成金を交付しています

　本市では、白血病などの治療に有効な骨髄移植を推進

し、骨髄バンクへのドナー登録者増加を図るため、骨髄移

植の提供者（ドナー）に対して、助成金を交付しています。

対象者（次の全てに該当する人）

◎本市に住民登録をしている人

◎（公財）日本骨髄バンクが実施している「骨髄バンク」

に登録し、提供を証明する書類の交付を受けている人

◎骨髄・末梢血幹細胞の提供を２５年４月１日以降に完了した人

助成額　骨髄の提供に際して入院および通院に要した日数

で１日当たり２万円（上限１４万円）

申し込み　市ウェブサイトの各課のページ「健康づくり推

進課」からダウンロードした骨髄移植ドナー支援事業助成

金交付申請書に必要事項を記入し、日本骨髄バンクが発行

する提供を証明する書類を添えて、提供を完了した日の属

する年度の３月末日、または完了日から１４日以内のいずれ

か遅い日までに保健センター〔(２８)５５２０〕へ（郵送不可）

※必要書類など詳しくは、お問い合わせください。　



９

　
本
市
で
は
、
国
が
指
定
す
る

定
期
接
種
対
象
者
（
今
年
度
、

　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

６５

７０

７５

８０

８５

９０

９５

１
０
０
歳
に
な
る
人
）
だ
け
で

な
く
、
　

歳
以
上
の
人
に
成
人

６５

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

●
　
歳
以
上
（
昭
和
　
年
４
月

６５

２８

１
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
初
め

て
接
種
す
る
人

●
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
、
心

６０

６５

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
り
免
疫
機
能
に

障
害
を
有
し
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
ま
た
は
同
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人

※
こ
れ
ま
で
に
接
種
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
再
接
種
す
る
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
、
5

年
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
ののののののののののののののののののののの
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

　
歳
以
上
の
人
にににににににににににににににににににににに

66666666666666666666655555555555555555555565成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺
炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎
球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球
菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
のののののののののののののののののののののの

費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

実
施
期
間
　
４
月
１
日

～
　３０

年
３
月
　
日

ま
で

３１

実
施
医
療
機
関
　
４
月
号
広
報

に
折
り
込
み
の
「
平
成
　
年
度

２９

保
健
事
業
案
内
」
に
記
載

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種

希
望
の
場
合
は
助
成
額
（
上
限

あ
り
）
を
還
付
し
ま
す
の
で
、

接
種
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
　
３
０
０
０
円
　

※
定
期
接
種
対
象
者
で
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕
へ

（２８）

※
接
種
前
に
必
ず
保
健
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直

接
医
療
機
関
に
行
っ
て
も
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

　
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活

動
（
清
掃
活
動
、
防
火
・
防
災

活
動
、
防
犯
活
動
、
社
会
福
祉

活
動
な
ど
）
中
の
事
故
・
災
害

に
対
し
、
責
任
者
の
賠
償
責
任

や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る
入

院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で

 補
  填
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

ほ
 
て
ん

民
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一

括
加
入
し
、
保
険
料
も
市
で
負

担
し
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
保
険
加
入
申
請

２９
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お
り
で

す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日

～
　３０

年
６
月
１
日


加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
限
度
額
＝
被
害
者
１
人
に
つ

き
２
０
０
０
万
円
、
１
事
故
に

つ
き
１
億
円
（
免
責
１
万
円
）

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
～
２
０
０
万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
文
化
・
親

睦
活
動
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

１４

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、
市
民
協
働

課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係
す
る

部
署
へ
　

※
初
め
て
加
入
申
請
さ
れ
る
団

体
は
、
会
員
名
簿
を
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険住民活動災害保障保険のののののののののののののののののののののの

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入加入申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請をををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付受け付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
口
の
中
の
衛
生

状
態
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
増

加
す
る
こ
と
に
よ
り
歯
肉
炎
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
、
進
行
も

早
く
な
り
ま
す
。

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を
受
け

て
、
早
産
な
ど
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
る
歯
周
病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

内
容
　
問
診
、
歯
科
健
康
診

査
、
歯
科
保
健
指
導
（
指
定
の

歯
科
医
院
で
妊
娠
中
に
１
回
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
者
　
市
内
在
住
で
妊
娠
中

の
人

※
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診

券
」
は
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診

券
つ
づ
り
の
中
に
あ
り
ま
す

（
前
年
度
に
お
渡
し
し
て
い
る

受
診
券
も
使
用
で
き
ま
す
）。

※
受
診
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
、
４
月
号
広
報
に
折

り
込
み
の
「
平
成
　
年
度
保
健

２９

事
業
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

29年度分



１０

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、　

年
３
月
　
日

ま

３０

３０

で
に
実
施
し
、
確
認
書
類
を
提

出
で
き
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。 文

化
事
業
を

助
成
し
ま
す

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す

る
と
き

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

申
し
込
み
　
４
月
３
日

～
　２８

日

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）〔

　
１
（２４）

４
５
１
〕
へ
　
※
申
請
書
は
４

月
３
日

～
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

中学生・高校生・大学生を中心とした 
「青少年委員会」のメンバーを募集   
～「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市きききききききききききききききききききききききききききききらららららららららららららららららららららららららららららめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめききききききききききききききききききききききききききききき創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館「富田林市きらめき創造館」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を一緒
に盛り上げよう！～
　本市では、旧公会堂跡地（常盤町１６の１１）に建設中

の「若者の育成拠点」と位置付けた新施設「富田林市

きらめき創造館」の９月オープンに向け、準備を進め

ています。

　このたび、活気あふれる施設をめざし、施設で実施

するイベントや講座を一緒に考えてくれる「青少年委

員会」のメンバーを、昨年度に引き続き募集します。

　同創造館を、青少年が楽しみながら成長できる場

所、困ったことを解決できる場所にするために、ぜひ

若い皆さんの力を貸してください。

対象者　市内在住・在学・在勤で中学１年生～３０歳未

満の人　募集　３０人

申し込み　４月１７日～５月１２日までに、生涯学習

課〔(２４)１４５１〕へ（申し込み多数の場合抽選）

ここここここここここここここここここここここ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ののののののののののののののののののののの
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををををををををををを
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒
ににににににににににににににににににににに
あああああああああああああああああああああ
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ
ままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

の
ぼ
り
を
一
緒
に
あ
げ
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
会
で
は
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り

を
石
川
河
川
敷
に
あ
げ
て
い
ま

す
。
今
年
は
４
月
９
日

～
５

月
　
日

ま
で
、
石
川
河
川
敷

１４
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
い
の
ぼ

り
を
あ
げ
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
一
緒
に
こ
い
の

ぼ
り
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
４
月
９
日

、
午
前
　
時
１０

に
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
で
は
使
わ
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
占
部
さ
ん〔

０

９
０
（
３
２
８
４
）
１
１
２
０
〕

マンホールカードの

配布を開始します

　「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
と
は
、

（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
が

事
務
局
を
務
め
る
下
水
道
広
報

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）

が
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
、
日

本
各
地
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

の
図
柄
を
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の

由
来
と
と
も
に
紹
介
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
用
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
市
で
も
同

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
４
月
３
日


よ
り
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

配
布
場
所
　
下
水
道
課
窓
口

で
、
手
渡
し
で
無
料
配
布

※
配
布
は
、
一
人
一
枚
ま
で
で

す
。
事
前
予
約
や
郵
送
で
の
配

布
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
配
布
時
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
　
分
３０

配
布
枚
数
　
２
０
０
０
枚

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすご存じですかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー無期転換ルールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
労

働
契
約
法
の
改
正
に
よ
り
、　２５

年
４
月
か
ら
、
有
期
労
働
契
約

が
５
年
を
超
え
て
反
復
更
新
さ

れ
た
場
合
、
労
働
者
の
申
し
込

み
に
よ
り
期
間
の
定
め
の
な
い

無
期
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る

ル
ー
ル
で
す
。

　
　
年
４
月
以
降
に
１
年
ご
と

２５
に
更
新
し
て
い
る
有
期
契
約
労

働
者
は
、　

年
４
月
１
日

か

３０

ら
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
し

ま
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
は
、
働
く

人
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
無
期
転
換
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

※
詳
し
く
は
、
有
期
契
約
労
働

者
の
無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
〔h

ttp
://m

u
k
i.m
h
lw
.g
o
.

jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
労
働
局
指

導
課
〔

０
６
（
６
９
４
９
）

６
４
９
４
〕



１１

農
園
名
・
開
設
場
所
　
①
平
町

農
園
＝
平
町
二
丁
目
、
②
若
松

町
農
園
＝
若
松
町
四
丁
目
、
③

宮
甲
田
農
園
＝
甲
田
六
丁
目
、

④
川
西
農
園
＝
甲
田
五
丁
目
、

⑤
西
板
持
農
園
＝
西
板
持
町
一

丁
目

募
集
区
画
数
　
①
４
区
画
、
②

５
区
画
、
③
④
３
区
画
、
⑤
１

区
画 市市市市市市市市市市市市市

民民民民民民民民民民民民民
体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験
農農農農農農農農農農農農農

市
民
体
験
農
園園園園園園園園園園園園園園

利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用
者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募

利
用
者
を
募
集集集集集集集集集集集集集集

　
３
月
　
日
～
　
日
の
間
に
、

１５

２８

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　
シ
ー
ル
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
至
急
衛
生
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
郵
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の

領
収
書
、
賃

貸
契
約
書
、

郵

便

物

な

ど
）
と
印
鑑

を
持
参
し
、

衛
生
課
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
ご
み
置
場
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
す
る
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

●
補
助
対
象
団
体
　

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
で
ご
み

置
場
を
管
理
し
て
い
る
団
体

●
対
象
と
な
る
器
具
　

①
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト

※
ご
み
置
場
１
カ
所
に
つ
き
１

個
の
み
、
１
回
の
申
請
に
つ
き

５
個
ま
で
。

②
生
ご
み
ガ
ー
ド

※
１
回
の
申
請
に
つ
き
１
個
の

み
、
各
団
体
に
つ
き
各
年
度
２

個
ま
で
。

●
補
助
金
額

い
ず
れ
も
購
入
価
格
の
２
分
の

１
の
額
（
消
費
税
は
除
く
）
で
、

①
は
、
１
個
当
た
り
１
０
０
０

円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切
り
捨

１０

て
）、
②
は
、
１
個
当
た
り
７
５

０
０
円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切

１０

り
捨
て
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
ご
み
置
場
の
位
置
図

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ラララララララララララララララララララララララララ
カ
ラ
スススススススススススススススススススススススススス
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

よ
け
ネ
ッ
ト
、
生
ご
み
ガ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ののののののののののののののののののののののののの
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままま

の
購
入
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
年
度
分

２９無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
し
た

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のう

ち、直径２.５（マイクロは１００万分の1）以下の特に小さ

な粒子で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成分で

す。府では、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視のペー

ジ〔http://taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開し

ています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度

レベルを超える場合は、注意喚起の情報が府の防災情報

メールで配信されます。なお、注意喚起が発令された場合

は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動はでき

るだけ避けてください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録

方法についてはおおさか防災ネットホームページ

〔http://www.osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕

をご覧ください。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報

も配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

※
１
区
画
約
　
平
方
㍍
。

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
消

２０

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、

５
８
４
・
８
５

１
１
　
市
役
所
農
業
振
興
課
内

市
民
体
験
農
園
受
付
係
（
内
線

４
４
５
）へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
ご
み
収
集
は
通
常
ど
お

り
で
す

　
ご
み
は
、
祝
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）
も
日
程
ど
お
り
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
祝
日
は
ご
み
の

量
、
交
通
状
況
な
ど
に
よ
り
、

通
常
よ
り
収
集
時
間
が
早
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

午
前
７
時
か
ら
、
資
源
ご
み
は

午
前
９
時
か
ら
順
次
収
集
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）



１２

　
４
月
　
日

～
　
日

ま
で

１８

２７

の
間
、「
子
ど
も
と
女
性
を
対
象

と
す
る
犯
罪
の
被
害
防
止
」「
特

殊
詐
欺
の
被
害
防
止
」「
ひ
っ
た

く
り
お
よ
び
自
動
車
を
対
象
と

す
る
犯
罪
の
被
害
防
止
」
を
重

点
に
、
春
の
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
期
間
中
、
市
防
犯

委
員
会
な
ど
と
協
力
し
、
駅
前

で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な

ど
、
犯
罪
防
止
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

・
自
転
車
の
か
ご
に
は
、
ひ
っ

た
く
り
防
止
の
カ
バ
ー
な
ど
を

付
け
ま
し
ょ
う

・
昼
夜
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
通

り
の
多
い
明
る
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う

●
車
上
・
部
品
狙
い
の
被
害
防

止・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
カ
ー

ナ
ビ
の
盗
難
防
止
に
「
盗
難
防

止
ネ
ジ
」
や
「
盗
難
防
止
装
置
」

を
付
け
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕　

（２５）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運

春
の
地
域
安
全
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
 

　
　
　
　
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
親
子
等
近
居
募
集
は
、
介
護

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
市
営
甲
田
住
宅

に
つ
い
て
は
第
二
中
学
校
区
内

に
、
市
営
若
松
団
地
に
つ
い
て

は
第
一
中
学
校
区
内
に
、
親
族

が
居
住
し
て
お
り
、
近
居
す
る

こ
と
に
よ
り
双
方
の
利
益
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集

は
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た
め
、
申
込
者

が
第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
居
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
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ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

す
。

申
込
書
の
配
布
　
４
月
３
日


～
　
日

ま
で
住
宅
政
策
課
、

１７
金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
南
河
内
府
民
セ
ン

タ
ー
で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）

申
し
込
み
　
４
月
３
日

～
　１７

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

指
定
の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

府営住宅の入居者を募集（29年度府営住宅総合募集）

　新婚世帯や小学生以下の子どもを含む親子を中心とする世帯を対象とした

「新婚・子育て世帯向け」の他、「一般世帯向け」、「福祉世帯向け」、「車いす常用

者世帯向け」な

どの応募区分ご

とに府営住宅の

入居者を年６回

募集します（上表参照）。

申込書および募集案内の配布　住宅政策課、金剛連絡所、南河内情報プラザ（南

河内府民センタービル１階）などで配布（土・日曜日、祝日は除く）

申し込み　申込書に必要事項を記入し、指定の封筒で郵送（府営住宅藤井寺管

理センターホームページ〔http://www.osakafueijutaku.jp/〕からも申し込みで

きます）

※申し込みにあたっては、収入基準などの申込資格を満たしている必要があり

ます。詳しくは募集案内をご覧ください。

※過去の総合募集で応募割れのあった住宅の随時募集も通年実施しています。

問い合わせ　同管理センター〔０７２(９３０)１０９３〕（日曜日、祝日、年末年始は除

く、午前９時～午後５時４５分）



１３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

た
取
り
組
み
が
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
４
月
６
日

～
　
日

ま
で

１５

の
間
「
ル
ー
ル
無
視
　
子
ど
も

が
見
て
る
　
そ
の
行
動
」「
抱
っ

こ
よ
り
　
深
い
愛
情
　
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
」「
気
の
ゆ
る
み
　

一
杯
だ
け
が
　
命
と
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
に
交
通
事
故
防
止
に
向
け

●
交
通
安
全
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す

　
交
通
安
全
教
室
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き
　
４
月
８
日

、
午
前
　１０

時
～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル（
寿
町
三
丁
目
７
の
７
）

入
場
料
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

交
通
機
関
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
自
動
車
の
大
衆
化
）
な
ど
が

原
因
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
が
減
少
し
、
各
地
で
電
車

や
バ
ス
の
路
線
が
減
便
・
廃
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
自
家
用
車
を
持
た
な
い
人
や

車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ

て
公
共
交
通
機
関
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
移
動
手
段
で
あ
り
、

地
域
の
公
共
交
通
を
守
り
、
育

て
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
市
内
の

路
線
バ
ス
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
た
「
市
ら
く
ら
く
バ
ス

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
バ
ス
マ
ッ
プ
は
、
市
内
の

各
公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け

て
い
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
道
路
交
通

課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
同

バ
ス
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
公

共
交
通
機
関
で
お
出
掛
け
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（障害者差別解消法）」の施行から１年

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」が２８年４月に施行され、ちょうど１年が過ぎま

した。

　障がいを理由とする差別をなくすことは、全ての人にとっ

て暮らしやすい社会につながります。

　障がいを理由とする差別には、「不当な差別的取り扱い（障

がいを理由として、正当な理由なく障がいのない人と違う扱

いをすること）」と、「合理的配慮の不提供（障がいのある人か

ら何らかの配慮を求める意思の表明があった場合に、重い負

担がないのに必要な配慮をしないこと）」があります。

　障がいの有無に関わらず、誰もがお互いに人格と個性を尊

重し、共に支え合う「共生社会」を実現するためには、障が

いや障がいのある人のことを正しく理解し、必要な配慮を考

えていくことが大切です。

　「何かお手伝いすることはありませんか？」と声を掛け「あ

りがとう！」でつながる温かい社会をめざしましょう。

問い合わせ　障がい福祉課（内線４３４）

「ヘイトスピーチ解消法」と「部落差別解消推
進法」をご存じですか

　近年、特定の人種や民族に対する差別的言動や、社会から

排除しようとする行為が問題となっていることから、２８年６

月に「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向け

た取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」、が施

行されました。

　また、インターネット上などで悪質な部落差別事象が発生

していることから、２８年１２月に「部落差別の解消の推進に関

する法律（部落差別解消推進法）」が施行されました。

　これらの法律では、相談窓口の充実や広報による周知、教

育・啓発の充実、実態調査の実施など国や地方公共団体が取

り組むべき施策について明記されています。

　本市では、これらの法律に基づき、今後さまざまな施策に

取り組んでいきます。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で

開設します。申請者本人がお越しください。

とき　４月２日、午前９時～正午　

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コー

ナー）　※持ち物など詳しくはお問い合わせ

ください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）
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